
あおぞら
　も
う
少
し
で
今
年
も
終

わ
り
で
す
。

　私
の
子
ど
も
の
頃
は
、

年
齢
は
「
数
え
年
」
が
主

で
、
年
末
の
大
晦
日
に
は

地
方
に
よ
り
違
い
ま
す
が
、

鮭
、
鰤
、
鯉
等
の
年
取
り
魚
を
食

べ
、「
ま
た
、
一
つ
年
を
取
っ
た

な
ー
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
今
は
満
年
齢
が
普

通
に
な
り
、
暮
れ
の
年
取
り
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
薄
く
な
り
ま
し
た
。

　高
齢
に
な
っ
た
今
、
月
日
の
た

つ
の
が
と
て
も
速
く
感
じ
ま
す
。

　物
忘
れ
が
激
し
く
な
り
、
メ
モ

を
と
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た

の
で
す
が
、
買
い
物
に
行
く
に
も

書
い
た
メ
モ
や
財
布
を
忘
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
銭
が
な
い

の
で
特
殊
詐
欺
に
は
遭
わ
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
多
い

高
速
道
路
の
逆
走
、
交
通
事
故
、

農
作
業
で
の
事
故
等
に
注
意
し
て

い
ま
す
。
近
隣
に
迷
惑
に
な
る
の

で
田
畑
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
歯
、
目
、
気
力
、

体
力
全
て
が
衰
え
て
き
た
た
め
、

最
近
は
「
な
れ
る
も
の
な
ら
若
く

な
り
た
い
」
と
時
々
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
銀
ち
ゃ
ん
）

2015年中野市国際交流の集い

い
ろ
い
ろ
な
国
の
文
化
と
の
交
流

今年は５か国、約100名の参加がありました

　11
月
１
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
で
「
２
０
１
５
年

中
野
市
国
際
交
流
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　午
前
中
は
料
理
作
り
の
見
学
・
体
験
が
あ
り
、
参
加

し
た
中
学
生
た
ち
は
初
め
て
作
る
異
国
の
料
理
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　午
後
の
交
流
会
は
、
午
前
中
に
作
っ
た
各
国
の
料
理

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
試
食
し
た
ほ
か
、
展
示
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
各
国
の
代
表
者
が
民
族
衣
装
の
説
明
、
言
葉

ク
イ
ズ
、
好
ま
れ
る
料
理
の
比
較
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
化
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
て
、
異
国
文
化
と
の
交
流
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。　国

際
交
流
の
集
い
は
、
一
般
市
民
が
実
行
委
員
と
し

て
企
画・運
営
、市
内
近
辺
に
在
住
の
外
国
出
身
の
方
々

と
相
談
し
な
が
ら
例
年
作
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
来
年
の
ス
タッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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40２０１５．１２ 文化なかの

　中
野
市
文
化
芸
術
協
会

が
主
催
し
て
い
る
中
野
市

総
合
文
化
祭
は
、
今
年
で
43

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
長
期

に
わ
た
り
芸
能
祭
、
文
化
展

を
開
催
し
文
化
芸
術
鑑
賞

を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
に

芸
術
の
秋
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　10
月
18
日
（
日
）
に
「
芸
能
祭
」

を
開
催
し
、
芸
能
部
門
の
22
団
体
が
、

ダ
ン
ス
、
民
謡
、
舞
踊
な
ど
26
演
目

を
発
表
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

か
わ
い
い
ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
、
お
孫

さ
ん
と
一
緒
に
披
露
し
た
民
謡
、
大

人
の
円
熟
さ
れ
た
芸
等
に
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。　11

月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
文
化
展
で
は
、
文
化

部
門
の
団
体
が
、絵
画
、写
真
、華
道
、

書
道
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
の
作
品
を

中
央
公
民
館
に
展
示
し
多
く
の
来
館

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

中
野
市
総
合
文
化
祭

　第
29
回
北
部
公
民
館
文
化
祭
を
10

月
24
日(

土)

、
25
日(

日)

に
開
催

し
ま
し
た
。

　24
日
の
「
ト
リ
オ
の
会
演
奏
会
」

で
は
、
チ
ェ
ロ
の
原
香
恋
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
の
武
井
純
子
さ
ん
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
の
佐
藤
等
さ
ん
の
３
人
が
奏
で

る
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
会
場
が
癒

し
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
チ
ェ
ロ
に
よ

る
「
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
狂
詩
曲
」
の
超

絶
技
巧
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

に
よ
る
「
空
み
あ
げ
て
」

を
は
じ
め
軽
快
な
ソ
ロ
演

奏
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

に
よ
る
ピ
ア
ノ
三
重
奏
な

ど
見
応
え
、
聴
き
応
え
十

分
の
演
奏
会
に
な
り
ま
し

た
。　25

日
は
「
芸
能
祭
」
を

開
催
し
、
吹
奏
楽
、
ウ
ク

レ
レ
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
合

唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
合
奏
、
大
正
琴
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
ボ
ー
カ
ル
、
詩し

ぶ舞

な
ど
９
つ
の
団
体
、
個
人
の
皆
さ
ん

に
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
熱
演
に
、
会
場
か
ら
は
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
長
丘
小
学
校
か
ら

習
字
、
絵
、
工
作
、
手
芸
な
ど
、
長

丘
地
区
か
ら
絵
画
、
写
真
、
書
、
果

肉
の
赤
い
り
ん
ご
な
ど
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
他
に
も
地
域
住
民
の
方

や
各
サ
ー
ク
ル
の
方
か
ら
も
多
く
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
見
応

え
十
分
で
、
多
く
の
来
館
者
が
興
味

深
そ
う
に
見
て
い
か
れ
ま
し
た
。

　文
化
祭
は
、「
文
化
が
香
る
元
気
な

ま
ち
」
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
貴
重
な
場
で
す
。
こ
れ
か
ら
も「
文

化
が
香
る
文
化
祭
」
を
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
作
り
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち

中
央
公
民
館

北
部
公
民
館

長丘地区作品展 倭小学校合唱

トリオの会演奏会

文化展の様子

MIDORI トワールメイツの発表

な が で ん ハ ー ト ネ ッ ト 駅 前
健康プラザバレエクラスの発表



　西
部
公
民
館
は
、
11
月
７
日
（
土
）、

８
日
（
日
）
に
第
25
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　玄
関
で
は
、
安
源
寺
子
ど
も
会
の

皆
さ
ん
が
植
え
て
く
れ
た
パ
ン
ジ
ー

や
ビ
オ
ラ
の
花
が
来
館
者
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
西
部
公
民
館
主
催

の
講
座
受
講
者
の
皆
さ
ん
、
高
丘
小

学
校
の
児
童
、
中
野
平
中
学
校
の
生

徒
の
作
品
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の
方

や
趣
味
の
団
体
が
作
っ
た
押
絵
、
生

け
花
、
写
真
、
は
り
絵
等
の
様
々
な

作
品
が
彩
り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　８
日
の
芸
能
祭
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア

ン
フ
ラ
や
バ
レ
エ
な
ど
14
団
体
に
よ

る
多
彩
な
発
表
が
あ
り
、
日
頃
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
大
勢
の
来
館

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
点て

ま
え
ち
ゃ
せ
き

前
茶
席
に
よ
る
お
も
て
な
し

や
綿
あ
め
の
無
料
配
布
、
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
体
験
も
あ
り
、
文
化
祭
会
場

は
大
盛
況
で
し
た
。

集
い
・
学
び
・
交
流
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　豊
田
公
民
館
は
、
第
11
回
文
化
祭

を
10
月
23
日
（
金
）
か
ら
25
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

　文
化
祭
の
目
玉
は
、
作
る
系
サ
ー

ク
ル
の
作
品
づ
く
り
体
験
ブ
ー
ス

「
体
験
交
流
広
場
」
と
芸
能
系
サ
ー

ク
ル
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
「
音
楽
の
祭

典
」
で
す
。
今
年
も
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
が
、
地
域
と
自
分
た
ち
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
様
々
な
工
夫
を
こ

ら
し
、
来
館
の
皆
様
を
惹
き
つ
け
ま

し
た
。

　体
験
で
は
、
お
抹
茶
の
作
法
、
手

作
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
こ
け
玉
づ
く

り
で
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　音
楽
の
祭
典
で
の
リ
コ
ー
ダ
ー
と

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
に
よ
る
「
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」
の
演
奏
に
は
涙
が
出
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
に
も
、
豊
田
だ
け
で
し

か
体
験
で
き
な
い
楽
し
さ
が
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
来
年
も
お
楽
し
み
に
！

ト
ヨ
タ

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
フ
ェ
ス

西
部
公
民
館

豊
田
公
民
館

人気のアクセサリーづくり体験

きっずにちぶ（こども日本舞踊） キルティング体験中

芸能祭の様子

作品展の様子



42２０１５．１２ 文化なかの

　壁
田
は
城
山
を
核
と
し
て
南
北
に
細

長
い
村
で
あ
る
。
部へ

き

だ

木
田
の
初
見
は
諏

訪
上
社
の
文
書
で
、
新
保
郷
な
ど
と

五さ
つ
き
え
と
う
や
く

月
会
頭
役
の
勤
め
を
命
ぜ
ら
れ
た
嘉
暦

４
年
（
１
３
２
９
）
の
鎌
倉
幕
府
下
知
状

で
あ
る
。

　壁
田
は
越
後
方
面
に
通
じ
る
要
路
に
あ

り
、
古
代
か
ら
蝦
夷
（
中
央
政
権
に
従
わ

な
い
人
々
）
に
備
え
て
、
城
山
に
は
烽
火

台
が
設
け
ら
れ
、「
火
置
田
」
か
ら
壁
田

に
転
じ
た
説
が
古
く
か
ら
あ
る
。

　地
形
説
か
ら
み
る
と
城
山
の
東
面
は
、

急
で
「
へ
き
だ
」
と
よ
ば
れ
た
と
も
み
ら

れ
る
。

　甲
州
武
田
氏
と
越
後
上
杉
氏
の
信
濃
の

争
い
は
、
永
禄
４
年
（
１
５
６
４
）
の
川

中
島
の
戦
い
以
後
は
上
杉
方
の
守
る
飯
山

城
に
対
し
て
、
替
佐
城
と
壁
田
城
は
対
の

城
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。

　天
正
10
年
（
１
５
８
２
）
甲
州
武
田
氏

が
滅
ぶ
と
、
壁
田
の
武
田
系
の
人
々
は
帰

農
す
る
と
い
う
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

　江
戸
期
に
な
る
と
壁
田
に
は
高
橋
と
中

島
氏
の
二
人
の
肝
煎
（
名
主
）
が
い
た
。

村
開
発
の
実
力
者
に
分
家
や
門か

ど

百
姓
が
つ

い
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
寛
政

12
年
（
１
７
９
９
）
馬
場
氏
が
名
主
に
な

っ
て
統
一
さ
れ
た
。

　壁
田
の
地
名
に
新
田
、
根
小
屋
（
城
兵

の
詰
所
）、
堂
南
、
本
村
、
一
本
木
、
越

巻
（
千
曲
川
が
迂
回
し
て
い
る
地
名
（
古

牧
）
な
ど
が
あ
り
、
夜
間
瀬
川
の
水
害
に

あ
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、土
地
は
肥
沃
で
、

正
保
郷
帳
（
１
６
４
４
）
で
は
497
石
の
村

高
で
、
約
200
年
後
の
天
保
郷
帳
で
は
707
石

余
と
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（檀
原
長
則
）

　こ
ん
に
ち
は
、
壁
田
分
館
で
す
。

　今
年
3
月
北
陸
新
幹
線
が
延
伸
開
業
し

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
半
年
以
上
た
ち
、
稲

刈
り
の
終
わ
っ
た
壁
田
た
ん
ぼ
と
紅
葉
の

高
社
山
ト
ン
ネ
ル
を
行
き
交
う
新
幹
線
の

姿
は
今
で
は
日
常
の
風
景
と
し
て
眺
め
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

10
月
17
日
（
土
）
は
、
ぽ
か
ぽ
か
の
秋
晴

れ
に
恵
ま
れ
て
、
壁
田
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
性
別
年
齢
に
関
係

な
く
幅
広
く
区
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
当

分
館
で
は
秋
の
恒
例
事
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ベ
テ
ラ
ン
プ

レ
ー
ヤ
ー
か
ら
初
心
者
ま
で
多
数
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
天
然
芝
の

柳
沢
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
。
27
ホ
ー

ル
・
パ
ー
108
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
た
り
、
Ｏ
Ｂ

が
で
た
り
、
好
プ
レ
ー
・
珍
プ
レ

ー
の
連
続
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
大
会
の
上
位
の
結
果
を
紹

介
し
ま
す
。

　優
勝
は
土
屋
か
よ
子
さ
ん
（
ス

コ
ア
95
）、
準
優
勝
は
平
野
友
行

さ
ん
（
ス
コ
ア
98
）、
三
位
は
中

島
健
さ
ん
（
ス
コ
ア
101
）
で
し
た
。
表
彰

式
懇
親
会
も
和
気
あ
い
あ
い
と
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　（壁
田
分
館
長

　小
林

　章
）

壁 田 分 館
壁

田

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

壁田マレットゴルフ大会

　中
高
公
民
館
運
営
協
議
会
は
、
11
月
８
日

（
日
）
に
木
島
平
村
農
村
交
流
館
で
第
43
回
社

会
教
育
研
究
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　山
ノ
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
鈴
木
浩
史
事

務
局
長
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
福
商
連

携
～
わ
く
わ
く
商
店
街
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

～
」と
題
し
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　山
ノ
内
町
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
500
名

を
超
え
、
職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
買
い
物
へ
行
け
な
い
と
い
う
高
齢

者
の
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
地
元
の
商
工
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携
を
図
り
、
空
き

施
設
を
活
用
し
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
「
わ
く
わ
く
商

店
街
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
買
い
物
弱
者
に
好

評
で
あ
る
、
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
中
野
市
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

せ
せ
ら
ぎ
」
と
木
島
平
村
「
夢
ひ
ろ
ば
」
に
よ

る
活
動
状
況
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
が
あ
り
、
そ
の

後
行
わ
れ
た
分
散
会
で
は
、
発
表
団
体
と
参
加

者
と
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。 社

会
教
育
研
究
大
会
開
催

第43回

鈴木事務局長さんの講演
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今月の伝言板

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考
中　央
公民館 中央公民館ギャラリー　中野きりえの会　　12月１日～ 12月28日

北  

部  

公  

民  

館

スポーツ吹矢
健康講座
（全５回シリーズ）

１月25日㈪、２月8日㈪、
２月22日㈪、３月14日㈪、
３月28日㈪
午前10時～正午
(内容)誰でも楽しみなが
ら健康に。腹式呼吸法を
使ったスポーツです

北部公民館

特定非営利活動
法人
ホリスティック
健康マイスター
協会
理事長（理学博
士)
中嶋研二 先生

＜定　員＞20名程度
＜受講料＞100円（初めての方の
み。マウスピース代）
＜持ち物＞上履き、運動のでき
る服装、飲み物
＜申込み＞12月８日㈫～

カルチャーセミナ－
（全10回シリーズ)
※第８回以降も随時お知
らせします

第６回　1月19日㈫
午後１時30分～３時
(内容)新春・邦楽のし
らべ～和と洋のアンサ
ンブル♪

北部公民館 ことの音会 ＜定　員＞40名程度
＜対　象＞中高年世代の方
＜受講料＞無料
＜持ち物＞上履き、運動のでき
る服装、飲み物（第７回のみ）
＜その他＞公開講座ですので、
どなたでも参加できます。

第７回　1月26日㈫
午後１時30分～３時
(内容)コミュニケーシ
ョンの潤滑油「笑いヨ
ガ」初開催！

北部公民館 清水 順子 先生

西
部
公
民
館

シ ニ ア 大 学　　　
幸せ感じて！
　　生きがい大学

12月4日㈮～ 2月19日㈮
（全11回・毎回金曜日）
午後１時30分～３時

西部公民館

・大学教授
・ご住職
・スポーツイン
　ストラクター
・音楽団体
ほかのみなさん

＜受講料＞無料 
＜持ち物＞筆記用具
※大学教授、ご住職の講座や健
康体操、音楽鑑賞など様々な内
容で行います。

豊 

田 

公 

民 

館

高齢者学級
〈健康でいつまでも〉
音楽で
　脳がイキイキ！

12月15日㈫
午後２時～３時30分

豊田文化
　センター 山崎みや子 先生

＜定　員＞25名程度
＜受講料＞無料
＜内   容＞歌ったり、音楽にあ
わせてからだを動かし、脳を活
性化します。

伝統行事
ものづくり体験
～豊作を祈るまゆ玉づく
り～団子を持ってどんど
焼きへＧＯ！

１月９日㈯
 ①午前10時～（15名）
 ②午前11時～（15名）

もみじ荘
信州中野ふるさ
と交流団のみな
さん

＜定　員＞各15名
＜材料費＞100円※入湯の場合は
別にお支払いください。
＜持ち物＞はさみ、お盆、エプ
ロン
＜締　切＞12月24日㈭

手縫いでかんたん
暖房いらず
ねこはんてんづくり
～ねんねこ袢てん～

２月６日㈯
午後１時～４時

豊田文化
　センター

中野友の会の
みなさん

＜定　員＞15名
＜材料費＞1,500円
＜持ち物＞裁縫道具
＜申　込＞12月７日㈪～
＜締　切＞１月29日㈮

かるたで
百人一首に親しむ

１月16日㈯
１月24日㈰
午前10時～正午

豊田文化
　センター 浦野 宣夫 先生

＜定   員＞40名程度
＜対   象＞市内小中学生
＜受講料＞無料
＜その他＞入門編で、五色百人
一首を使用します。

講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/categories/kouminkan/

公開講座



　信
州
中
野
木
笛（
き
ぶ
え
）

ク
ラ
ブ
は
公
民
館
主
催
の
シ

ニ
ア
大
学
で
の
講
座
に
参
加

し
て
以
来
、
木
笛
の
講
座
に

進
み
、
平
成
25
年
11
月
に
発

足
、
講
師
の
畔
上
正
雄
さ
ん

の
指
導
で
木
笛
の
音
色
を
奏

で
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
製

作
も
し
ま
す
。

　今
15
名
の
会
員
は
、
主
に

中
野
市
ゆ
か
り
の
作
曲
家
な

ど
の
曲
を
練
習
し
、
中
野
ひ

な
市
や
バ
ラ

ま
つ
り
の
会
場
で
も
演
奏
し
ま
し
た
。

　練
習
日
は
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

に
中
央
公
民
館
音
楽
室
で
午
前
10
時

か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

　代
表
の
小
林
和
子
さ
ん
は
山
登
り

も
趣
味
で
山
の
頂
上
で
木
笛
を
吹
く

と
趣
味
の
楽
し
さ
も
倍
増
す
る
と
い

い
ま
す
。
軽
く
て
安
く
て
コ
ン
パ
ク

ト
な
楽
器
で
生
活
に
癒
し
を
い
か
が

で
す
か
。

花と季節の写真募集
　文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

初雪（一本木公園）／月岡尚雄

野ぎく（草間）／宮澤　聰

ミョウガの結実（柳沢）／福笑 コキアの紅葉（柳沢）／小林幸成

講師の畔上正雄さん 木笛

講座の様子


